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第 2 章は総論で，アミノ酸製造工業用装置材料の特殊性について詳細に説明検討し， その耐食試験法に
関する研究は非常にむずかしい多くの問題を合んでいることを述べ， 乙の問題に関すろ過去の研究は断片
的かっ不十分であることを指摘し，筆者の研究方針を明らかにした口




第 4 章では， アミノ酸製造装置用金属材料の耐食試験法に関し， 筆者の研究になる方法を詳細に述べ
た口まず， 耐食試験は本質上比較試験であるため試験方法および試験条件を統一することの必要性を述








第 5 章では，発生電流測定試験装置の試作に関する研究について述べた。すなわち， ポーラログラフの
電似装置を利用した試験験装置の開発より出発し，さらに第 1 号試験装置および第 2 号試験装置と二つの
新たな発生電流測定試験装置の試作を行ない，特に第 2 号試験装泣はフィードパック理論を迫JH し， 屯位
上昇/時間の直線性， 微小電圧による発生電流の測定，電流レンジの拡大および試験結果の再現性などが
それぞれ満足された測定精度の高い自動記録型の試験装置であることを明らかにした口筆者はこれらの試





















































第 8 章ではアミノ酸製造装置に発生した腐食的諸問題をとりあげ， その発生肉子と各種耐食試験法によ
る検知能力について詳細な検討を行ない，とくに発生電流測定法を適用することにより事前の検知が可能
であり，装置材料の適否を明確に決定しうることを明らかにしている。
第 9 章は以上の研究結果に対する総合的考察を記述している。
第10章は結論で本研究の結果を要約して述べている。
要するに木論文は食品化学工業の主軸をなすアミノ酸製造工業における装置用金属材料の耐食試験法に
ついて厳需な:考察と適切な実験により系統的に研究を行ない， 多くの新しい事実を発見するとともに従来
その必要性を痛感されつつも研究皆無の状態にあったアミノ酸製造装置用適正金属材料選定のための耐食
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試験法に閲する研究を新たに開拓したものである口とくに屯気化学的迅辿耐食試験法としての発生電流測
定法の基礎的研究は内外にその例を見ないきわめて貴重な研究成果であり， 本論文は学位論文として価値
あるものと認める。
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